
 

第３号様式（公開）                  

ヨコハマ市民まち普請事業 

第 １ 次 整 備 提 案 書 

※ 記入上の注意 

 ①３号様式はページを増やさず、必ず２ページ以内でまとめてください。 

 ②３号様式は市民に公開しますので、個人が特定できる情報は記入しないでください。 

 ③位置図及び現況写真以外に、整備提案のイメージ図などの資料をＡ４判２ページまで

添付することができます。その際、資料の両側に15㎜以上余白を確保してください。 

整備提案名 

（２５字以内） 

平安町 災害・福祉地域交流センター 

 

提案グループ名 

（２５字以内） 

平安町 災害・福祉地域交流センター建設委員会 

グループの現在の主な

活動内容及び最近５年

以内の活動実績 

・建設委員会の中核である平安町町会は、約3000世帯を抱える市内で

も屈指の大規模町内会である。JICAの研修受け入れや防災訓練、横

浜市の災害時要援護者のモデル地区、小中学校の支援活動など、防

災・福祉・教育において先進的な活動を行っている。 

・平成26年の総会で決議し、平成28年7月に平安町会館の隣にセンタ

ーの用地47坪（155㎡）を購入した。２９年総会、建設可決！ 

整備場所の所在地 

(町名又は丁目まで記入) 

横浜市鶴見区 平安町１丁目 

※位置図及び現況写真（各Ａ４判１ページ）を添付してください。 

整備提案の内容 

（どのような整備を提案す

るのか文章で記入してくだ

さい） 

・2階建て、延床面積約5０坪（１６５㎡）、エレベーター付きの災害・

福祉地域交流センターを取得した用地に３０年度に新築する計画。 

・1階は約25坪（82㎡）とし、平時は各種グループの拠点となる福

祉・コミュニティ活動のセンターとする。また、150人程度が入れ

る集会機能も持たせる。災害時は災害ボランティアセンター・特別避

難所のサテライトとして活用する。また情報の収集と発信も担うこと

ができる。そのための発電等の設備を備える。 

・2階は約2５坪（８２㎡）とし、防災倉庫と小集会場所とする。平安

町は浸水被害1〜1.5ｍが想定されているため、現在は平安町会館の

地下と公園のプレハブに備蓄している物資を移動させる。災害時は、

要介護者の一時避難所や外部災害ボランティアの宿泊場所とする。 

・建設費は約４０00万円で、2500万は積立金、500万円はまち普

請、１０００万円は募金および借入金で賄う。まち普請では、平常時

の障害者団体・幼児教室専用スペースの安全と安心を確保するためを

他団体とかち合わない二階とするため、エレベーター、多目的トイ

レ、カウンターキッチン、図書棚、備蓄収納庫等を整備する。 

整備費用の概算額：約500万円※添付資料として整備提案のイメー

ジ図を添付することができます。（記入上の注意③） 



 

整備提案の動機や背景 

（整備に対する地域のニー

ズや整備によって解決した

い地域の課題、整備の必要

性などに触れながら箇条書

きで記入してください） 

・平安町は鶴見川に接しており浸水被害が想定されているため、浸水の

被害が起こりにくい2階部分に防災倉庫をつくりたいということがそ

もそもの動機である。平常時の気軽に集えるフリースペースとともに

平成29年3月のアンケート結果でも多数の希望があった。 

・また、町会が大きく、災害時要援護者が300人以上想定されるた

め、一時避難場所となる機能が必要と考えている。 

・現在の活動から障害者グループの安心と幼児グループ活動での幼児の

飛び出しの危険のない安全な専用スペースが2階に取る事が出来る。 

整備の効果 

（整備したい施設がどのよ

うな人たちに利用され、地

域にどのように貢献すると

考えますか？） 

・災害時の備蓄品やサテライト機能は地域住民の不安を軽減すことがで

きるとともに研修会等、新たな防災意識の高揚を図る場となる。 

・既存の会館はスペースが狭く、利用グループを増やすことが難しい、

当センター建設により、新たなグループが利用できたり、立ち上がっ

たりして、担い手と共助の層を厚くすることが期待できる。 

・備蓄収納庫・エレベーター・多機能トイレ・カウンターキッチン・図

書棚等の整備により新たな利用方法が開けるものと期待している。 

整備した施設の維持管

理・運営 

（整備した施設の維持管理

や運営に、提案グループや

地域住民等がどのようにか

かわっていきますか？） 

・維持管理や運営は、当センター建設委員会を発展させた（仮称）平安

町 災害・福祉地域交流センター運営委員会が行う予定である。 

 利用者団体・個人を取り込み、担い手の確保と広がりを推進していき

たい。 

・地域福祉ボランティアセンターとしての新たな担い手、ボランティア

の育成機能を持たせる。 

○提案内容におけるア

イデアやユニークさ 

○提案を実現するため

に活用する地域の資

源注４） 

○その他提案について

特にＰＲしたい点 

・既に町会として平常時から顔の見える関係づくりを行っているが、平

安町災害・福祉交流センター建設委員会の発足を契機として、連携の

輪をより広げ、強化していく。活用提案から運営まで多様な団体の関

りを促進していく。・平成29年3月にアンケートを実施している。 

・設計は地域でボランティア的にやってくれる人がいる。施工は広く入

札する予定。・平常時には多機能型の福祉保健計画遂行の拠点とし

て、災害時には救援拠点としての利用の二面性を兼ね備えている。 

注４）「地域の資源」とは、次のようなものを想定しています。 

  ○「ヒト」の例 ・地域のＰＴＡから協力を受けられそう。    ・地域に設計の専門家がいる。 

  ○「モノ」の例 ・整備に必要な材料を安く入手できそう。    ・整備に必要な建設機械を安く借りられそう。 

  ○「カネ」の例 ・自治会町内会から資金的な支援を受けられそう。 ・バザーなどで資金を集められそう。 

整備場所の地権者等注５）への提案内容及びコンテストに応募することについての説明状況 

説明の相手方 相手方の意見等 

平安町会員 平成２９年度定期総会にてまち普請申請と 

センターの建設及び資金調達の計画合意を得た 

注５）土地・建物を所有している、借りている、又は実質的に使用権利を持つ者（会社や行政機関も含む） 

 記載内容について、次の内容を確認後チェックボックスに✔を入れてください。 

☑ 記載内容は真実であり、虚偽はありません。 

☑ 記載内容に個人情報は含まれていません 
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